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■ 学校・ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ等に多くの実績を有しています。
確かな品質と環境優先の工事施工をお約束しま
す。

耐震工事部分は、粉塵や第三者の安全確保の
ため仮囲いを設けて工事を行います。

建物を使用しながらの『居ながら工事』で施工可
能です。
騒音・振動・粉塵を最小限に軽減する工法を採
用しています。

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽは工場製作のため、工期短縮が可能
です。

　　　　耐震補強工事

コンクリート壁及び鉄骨ブレースの
増設による耐震補強工事
耐震壁および鉄骨ブレースを増設して建物強度を増大させ耐振性能を一段と強化します。



⑥ ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

③鉄骨ﾌﾞﾚｰｽｾｯﾄ

■　耐震補強の流れ
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①仮囲い

⑤ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送④ｺﾝｸﾘｰﾄ受入試験

②目荒らし後ｱﾝｶｰ打設

①室内仮囲い ②ｱﾝｶｰ打設

④ｸﾞﾗｳﾄ型枠 ⑤ｸﾞﾗｳﾄ試験 ⑥ｸﾞﾗｳﾄ注入

⑦鉄骨塗装 ⑨鉄骨ブレース完成⑧最終清掃

③耐震壁配筋

⑦耐震壁ｺﾝｸﾘｰﾄ打設後 ⑧内装仕上げ ⑨最終清掃



◆特長 ◆概要比較

● 騒音や振動がほとんど発生しないため

建物を使用しながら補強工事が可能。

● 工事制限が少ないため工期短縮できる。

● 『居ながら施工』では他工法より安価。

● スーパードリル施工により水を使いません。

○

　弊社では、軽量湿式型スーパードリルを採用し、従来の振動ドリルまたはハンマードリルと比較

『居ながら施工』

湿式型スーパードリル
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　又、建物を使用しながらの『居ながら工事』では、粉塵・騒音・振動発生のため工事時間帯の制限

を受ける事が多く、工事期間が長くなり工事金額が高価格になる傾向がありました。

◆超低騒音・超低振動の耐震補強の提案

して超低騒音・超低振動で施工できるコンクリート耐震工法を開発いたしました。

　この工法では騒音や振動がほとんど発生せず、建物を使用しながらの『居ながら工事』が可能とな

り施工期間も短縮できるメリットがあります。

他工法

写真2:試験施工実施状況

超低騒音・超低振動の耐震補強工法

◆背景

　鉄筋コンクリート造の建物耐震補強は、柱補強並びにコンクリート耐震壁等の設置により、建物

の強度を増大して比較的安価で耐震性能を向上させる有効な手段の一つです。

階にも影響を及ぼしていました。

　更に工事期間中の粉塵発生では、軽量湿式型スーパードリルを使用することで粉塵を最小限に抑え

この時、柱や梁にアンカーボルトを打設しますが、その時の騒音や不快な振動は設置階だけでなく上下

（軽量湿式型スーパードリル使用）

  耐震補強の従来工法においては、既存躯体とコンクリート耐震補強部分を一体化する必要があります。

工　期

コスト

ることができます。

（室内での会話が可能な位の施工音です）

騒音・振動

写真1:軽量湿式型スーパードリル

比較項目



●振動トリルに比べて、振動・騒音が極めて少ない｡

●コンプレッサー・加圧タンク・エアホース等不要の為、携帯移動性に優れ作業性が良い。

●穿孔後の穴の形状が美しく、穴周りにカケ・クラックがない。

●特殊冷却剤スプレー使用により、粉塵の発生がなく穿孔部の乾燥が早い

※耐震補強工事・足場アンカーエ事などの作業に適しています。

◆使用方法

◆標準仕様 ◆消耗品

環境にやさしい軽量湿式スーパードリル

◆騒音測定比較値〈ＤＢ（Ａ）〉

※ピット及びボディ20.0φ～30.0φ特注

振動ドリル 98 84

穿孔長 右表参照

回転数 900～4,000RPM

ハンマードリル 94 85

種類  外部作業騒音  室内騒音

OJ-2 90 65

作業環境 優

経済性 良

乾燥時間 約３０分（25℃）

作業性 優

湿式速乾型

主要部品

電動ドリル（100Ｖ） 5.6Ｋｇ

冷却スプレー缶（２本） 1.6Ｋｇ

冷却スプレー缶ホルダー 1.5ＫＧ

総重量 8.7Ｋｇ

穿孔径

18.0φ

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ
ピット

12.5φ 25.0φ
14.5φ 28.0φ

20.0φ

30.0φ 250

ボディ

20.0φ 150
25.0φ 200

140

◆特長

品　名 品　名
NET.800ｍｌ

商品名 スーパードリルＯＪ－２

工　法

騒　音 非常に小さい

振　動 ほどんどない

粉　塵 発生せず

12.5φ 125

18.0φ 140

28.0φ 250

10.5φ

16.0φ 30.0φ

冷却剤
穿孔径 穿孔長（mm）
10.5φ 125

14.5φ 125
16.0φ

ビットを壁面などに押し当て冷却液が噴出
することを確認してください。

ダイヤモントヒットを押し当ててくだ
さい。斜めに当てますと位置決め
しやすくなります。壁面が削れビッ
トの刃が滑らない事を確認しなが
らドリルを垂直に当ててくたさい。
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地下鉄内聴力
障害限界

タイプ
室

静かな乗用車
内（40Km/h）

一般事務室
都会の住宅地夜

会話の
範囲

うるさい

きわめて
うるさい

ＯＪ－２

ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ
振動ドリル

業界初登場



■ 増設壁設置補強工事（学校・施工例）

仮囲い中でのｱﾝｶｰ工事

■ 鉄骨プレ-ス補強工事（事務所棟・施工例）

グラウト型枠のｴｱｰ抜き

■ 耐震補強工事の施工実績 平成20年8月現在 (*印は現在施工中）

青木あすなろ建設㈱ *千歳荘大規模修繕及び耐震補強工事

青木あすなろ建設㈱ *瑞穂第一小学校耐震補強工事

さいたま市 *大久保東小学校耐震補強工事

渡邊八郎 渡邊商事耐震補強工事ほか

青木あすなろ建設㈱ 稲越小学校耐震補強工事

鹿島道路㈱ 東洋大学川越校舎　耐震補強ほか工事

青木あすなろ建設㈱ 市川市立稲越小学校耐震補強工事

㈱フジタ 淑徳大学千葉ｷｬﾝﾊﾟｽ１号店耐震工事

㈱フジタ 市原市出光会館耐震改修ほか工事 2006年10月

さいたま市 さいたま市立木崎中学校校舎耐震補強工事

㈱松村組 品川区立浜川中学校①棟耐震補強工事 2006年8月

三井住友建設㈱ 飛栄九段北ビル耐震補強工事 2005年11月

青木あすなろ建設㈱ 船橋市立船橋中学校耐震補強工事 2005年8月

㈱フジタ 町田セブンビル耐震補強工事 2005年8月

三井住友建設㈱ SMBC浅草支店　耐震補強工事 2005年3月

鹿島建設㈱ 三井住友銀行綱島支店耐震改修工事 2005年3月

鹿島建設㈱ 日立鎌倉橋別館耐震補強工事 2005年3月

鹿島建設㈱ 2005年2月

青木あすなろ建設㈱ 藤沢市大庭小学校耐震補強工事（追加） 2004年8月

㈱フジタ 自動車部品会館耐震改修工事 2004年5月

青木あすなろ建設㈱ 藤沢市善行中学校耐震補強工事 2004年8月

青木建設㈱ 西友赤羽店本部耐震補強工事 2003年9月

青木建設㈱ 松戸市立常磐平中学校耐震補強工事 2003年8月

銭高組 地下鉄乃木坂駅耐震補強工事 2003年6月

㈱フジタ 五反田CBビル耐震改修工事

㈱フジタ ｻﾝﾍﾟﾃﾞｨｯｸ耐震補強工事

日本投資政策銀行西原研修会館躯体補強工事

竣工工期

1998年1月

2008年12月

2007年8月

2007年3月

2006年9月

1998年1月

2007年8月

2007年9月

2008年12月

2008年9月

2007年12月

受注先 工事名

配筋完了

鉄骨ブレ-ス取付け

耐震工事外観

小鉄骨のﾌﾞﾚｰｽ搬入



1.
2. 建築物のﾘﾆｭｰｱﾙ工事・耐震補強工事

3. 建築工事の養生・美装工事、ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ・床補修工事・

ｸﾞﾗｳﾄ工事

4.

主な受注先（順不同）
建設会社
鹿島建設株式会社 国土交通省

鹿島建物総合管理㈱ さいたま県

株式会社フジタ さいたま市

http://www.nakajimakenko.co.jp/ 三井住友建設株式会社 埼玉県警

青木あすなろ建設株式会社 郵政省

埼玉県知事許可（特-17）　　　　　　第18105号 ﾌｼﾞﾀﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ株式会社 商社・その他

労働派遣事業許可・大臣（特-11）　第30744号 前田建設工業株式会社 住友不動産株式会社

生和建設株式会社 株式会社ｴﾄﾜｰﾙ海渡

本社 〒330-0072 埼玉県さいたま市浦和区領家5-12-20 株式会社熊谷組 新明和ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

TEL.048-886-8877 FAX.048-886-8640 清水建設株式会社 株式会社白夜書房

大成建設株式会社 三菱ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱

東京支店 〒103-0002 中央区日本橋馬喰町1-8-8　森忠ﾋﾞﾙ5階 株式会社大林組 岡本工業㈱

TEL.03-5645-8845 FAX.03-5645-8846 戸田建設株式会社 ㈱ﾋﾟｰｴｽ三菱

西松建設株式会社 大星ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑ㈱

栃木（営） 〒320-0074 栃木県宇都宮市細谷674-3 株式会社銭高組 ほか個人顧客

TEL.028-624-0696 FAX.028-643-7401 2008/12/00001

官公庁

主な営業種目
建設工事の請負施工（新築・増築工事）

前各号に付帯する一切の業務（人材派遣・揚重工事ほか）


